
セグメント構造と営業組織体制

真の付加価値である
社会貢献の実現のために、
真のチームワーク力実践と、
産官学連携・エビデンス機軸による

「アジャイル思考型開発連携連動
グローバル事業戦略」を推進します。
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新組織体制

　2024年度より、新製品の定義を市場
展開型「プロダクトイノベーション」
と生産・技術革新型「プロセスイノ
ベーション」の2軸と明確に定め、全社
員がイノベーション思考を意識した開
発を通じた全社的連携を強化します。
新中期経営計画「CREATION 2026」
のスタートに伴い、アジャイル思考を
取り入れた自己成長と組織成長の相乗
効果を促進し、グローバル視野での事
業戦略展開と全社員のイノベーション
意識を育む人的資本経営に注力しま
す。この取り組みにより、企業全体が
持続可能な成長を実現する基盤を築い
ていきます。

2023年度の実績と2024年度に
向けて

　当社は、世界的サプライチェーンリ

新中期経営計画に向けた戦略

　新たな事業戦略の推進体制や営業体
制を整備するため、組織改編を行いま
した。主な営業体制の目標は以下の通
りです。

新組織体制について

スクの増大と不透明性を認識し、持
続的成長を目指すために、事業ポート
フォリオマネジメントを行い、セグメ
ント別にスクラップ＆ビルドを通じて
事業性を確保してまいります。また、
産官学連携や技術、エビデンスを基に
したアジャイル型製品開発を推進し、
2026年までに新製品比率15％を達成
するグローバル事業戦略を展開して
いきます。さらに、共有データ分析や
マーケティング戦略システムの再構
築、DX時代に即した人財組織運営を
実践し、より効果的な経営を目指して
まいります。

1. �事業戦略本部の新設による
グローバル視点での戦略立
案と推進

2. �成長ブランド戦略の実行、
製品開発とメディカル学術
の連携

3. �顧客中心の営業統括体制の
強化と各事業フィールドの
営業体制の明確化

4. �全社の戦略との一貫性を高
めるため、グローバル事業
を事業戦略本部の管轄下に
配置

　この組織改編により、より効率的で
迅速な事業推進体制の構築や経営資源
の最適化を進めつつ、グローバル展開
に向けた具体的な取り組みを強化して
いきます。

※1 調整前売上高
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ヘルスケアフィールド

　ヘルスケアフィールドは、ケアリー
ヴTM治す力TMを中心としたケアリー
ヴTMシリーズの国内需要拡大と認知
向上に向けたプロモーションを実施
し、訪日外国人の増加に対応してロイ
ヒつぼ膏TMのインバウンド需要を取り
込みました。また、新型コロナウイル
ス感染症による行動制限の緩和から
スポーツシーンが復活したことで、バ
トルウィンTMシリーズの需要回復を実
現し、売上高では年間目標を達成しま
した。2024年度は、ケアリーヴTM、ロ
イヒTM、バトルウィンTMの3大ブラン
ドを中心に、家庭向け製品であるディ
アキッチンTMブランドを活用した顧客

2023年度の実績と2024年度に向けて

　ヘルスケアフィールドはケアリーヴTM
シリーズを中心とした救急絆創膏事
業と、ロイヒTMシリーズでの鎮痛消炎
剤事業を成長事業として、救急絆創膏
事業ではケアリーヴTM治す力TMを軸に
クラスⅡ市場での取り組みへ注力を図
り、救急絆創膏市場でのシェアNo.1実
現に向けた活動を推進します。鎮痛消
炎剤事業では、インバウンド需要の継

新中期経営計画に向けた戦略

指向の営業統括体制の強化や戦略の
迅速な実行を通じて、成長分野への挑
戦を含む新たな販路開拓を進め、コン
シューマー向けヘルスケア事業の継続
成長を促進していきます。

続した取り込みと国内市場におけるロ
イヒTMシリーズの展開によるブランド認
知と事業拡大に向けた活動を推進しま
す。新中期経営計画ではより一層DX/
デジタルマーケティングの戦略的活用
を進め、「CREATION 2026」の目標実
現に向けて取り組んでまいります。

ステーショナリーフィールド

　ステーショナリーフィールドは文具
事務用品市場において、物価上昇を
起因とした消費者心理の冷え込み等
により、文具事務用品の需要の低迷
が続くとともに、買い場の変化もあり
厳しい販売環境となりました。このよ
うな状況のなか、主要製品のセロテー
プ®や両面テープのナイスタックTMに
ついては、価格改定やPR活動を進め
たことで、売上高は前年並みに推移し
ました。2024年度もセロテープ®を通
じた環境やSDGsへ対応した取り組み
やDX/デジタルマーケティングを推進
し、製品の使用シーンに訴求を図って
まいります。また、リアルとデジタル

2023年度の実績と2024年度に向けて

　新中期経営計画「CREATION 2026」
達成に向け、ステーショナリーフィー
ルドにおいては事業ポートフォリオの
再構築に向けて、効率的・効果的な取
り組みに挑戦してまいります。多様化
する販売チャネルでの購買行動に対
応するために、リアルとデジタルの融
合への取り組みを強化し、ネット事業
への取り組みを進めることで新たな買
い場の創出を図り、DX/デジタルマー
ケティングを推進し、主要製品のセロ

新中期経営計画に向けた戦略

の融合への取り組みを強化し、新たに
ネット事業への取り組みを推進し、買
い場の拡大につなげてまいります。

テープ®は環境やSDGsへの訴求に向け
た取り組み、両面テープのナイスタッ
クTMは使用シーンを訴求していくこと
で新たな価値を提供し、ブランドイ
メージの向上につなげる活動を進め、
テープ事業セグメントの抜本的収益改
善に貢献してまいります。

コンシューマー

真のチームワークを発揮し、顧客機軸を中心とした営業統括体制を
強化し、戦略の迅速な実行と事業戦略本部との連携により、
コンシューマー事業の持続的成長を推進してまいります。 中村 勲

上席執行役員 
コンシューマー営業統括本部長

ECフィールド

　ECフィールドは通販事業、eコマー
ス等のEC市場において、新型コロナウ
イルス感染症も5類に移行し需要回復
の傾向が見られるなか、価格改定、オ
ンライン購買に対するWEBマーケティ
ングを強化してきたことにより、主要
製品のセロテープ®や両面テープのナ
イスタックTMなどの需要が好調に推移
しました。また高機能救急絆創膏のケ
アリーヴTMシリーズについては認知拡
大や価格改定の効果もあり前年期を上
回り、フィールド全体として売上高は
前年比110%となりました。 2024年も
引き続きリアルとデジタルの融合への
取り組みを強化、DX/デジタルマーケ
ティングを推進し、特にメディカル製
品群の売上拡大に向けた取り組みをス
ピーディーに行ってまいります。

2023年度の実績と2024年度に向けて

　新中期経営計画「CREATION 2026」
の達成に向け、ECフィールドにおいて
は、いつでもどこでも購入できる買い
場を創出するとともに、より分かりやす
く、購入しやすい最適な買い場の充実
を図り、より多くのお客様に製品をお届
けすることで快適で便利な生活に貢献
できるよう、リアルとデジタルの融合へ
の取り組みを強化し、DX/デジタルマー

新中期経営計画に向けた戦略 ケティングを推進し、多様化した販売
チャネルでの購入に対応し、拡大する
ネット事業への取り組みを推進してまい
ります。また成長事業であるメディカル
製品群への取り組みを強化し、特に在
宅医療関連製品の拡大に向けてスピー
ディーな対応を進め、新たな需要を創出
するとともに、成長事業への拡大に貢献
してまいります。

コンシューマー営業統括本部（ヘルスケアフィールド、ステーショナリーフィールド、ECフィールド）

　コンシューマー営業統括本部は高機能救急絆創膏のケア
リーヴTM、鎮痛消炎剤のロイヒつぼ膏TM、テーピングテープ
のバトルウィンTM、キッチン雑貨のディアキッチンTM等のブラ
ンドで主にメディカル製品を展開しているヘルスケアフィー
ルド、主要製品のセロテープ®、両面テープのナイスタックTM
等の事務用品を展開しているステーショナリーフィールド、
通販事業、eコマース等を通じて、その両製品を展開している
ECフィールドの3つのフィールドを通じてお客様の快適で便利
な生活に貢献できるよう、日々取り組んでいます。2023年度

は、新型コロナウイルス感染症も5類に移行したこともあり、
人々の活動も活発になり、さまざまな行事やイベントが再開
し、海外からの観光客も増えてインバウンド需要も復活して
きました。そのような社会の変化の中、リアルとデジタルの
融合への取り組みを強化し、DX/デジタルマーケティングを
推進し、売上高は前年比110%となりました。2024年度もリ
アルとデジタルの融合への取り組みを強化し、DX/デジタル
マーケティングの更なる推進、またテープ事業の収益改善に
向けたチャレンジ、コンシューマー製品群の新製品開発を推
進し、各フィールドを通じてより多くのお客様にご利用いただ
けるよう取り組みを進めてまいります。

2023年度実績と2024年度に向けた戦略の概要
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　2023年度において、⽌血製品シリー
ズであるセサブリックTMは、ワクチン
接種数の減少という課題に直面しなが
らも、院内需要の回復により圧迫止血
用パッド付絆創膏ステプティTMの販売
数が好調に推移し、前年並みの売上を
確保しました。また、術後トータルケ
アシリーズのアスカブリックTMや低刺
激サージカルテープスキナゲートTMシ
リーズは、学会などでのプロモーショ
ン活動を通じて認知度拡大が進み、売
上が前年を大幅に上回りました。さ
らに、ドレッシング材のカテリープラ
スTMシリーズは、新製品普及活動によ
り高付加価値市場の構築を成功させま

2023年度の実績と2024年度に向けて 　まず、「医療の働き方改革」と在宅医
療の現場において、地域医療に役立つ
製品の提案に力を注ぎます。また、企
業同士の協業を推進し、医療現場にお
ける新しい手技の普及に努めることで、
生産性の向上に貢献します。
　さらに、産官学連携を促進し、新た
な価値創出に取り組む中で、製品の価
値を幅広く提供するためにデジタル技
術を活用した効率的な情報提供体制
を構築します。また、地域医療の現場
へ最新の情報を迅速に発信するために、
デジタルとリアルを組み合わせた営業
体制の構築も目指します。これらの取り
組みを通じて、医療材フィールドは社
会に貢献し続けていきます。

　医療材フィールドは、医療を通じて
持続可能な社会の実現に貢献すること
を目指しています。そのために、以下の
戦略を推進しています。

新中期経営計画に向けた戦略

した。2024年度に向けては、新製品を
中心とした価値提案を重視し、「感染
防止対策」「患者さんのQOL（生活の
質）向上」「医療安全」「医療現場の
生産性向上」といった分野において役
立つ製品の普及に努めます。同時に、
病院や在宅医療現場の課題解決に貢献
する製品開発を推進し、地域医療発展
に向けた取り組みを積極的に展開して
まいります。

医療材フィールド

常に新たな価値を提供することにより医療に貢献し続ける
企業を目指し、社内外でコミュニケーションを高め失敗を恐れず
自律性を持って長期ビジョンの達成に取り組みます。 河北 孝士

執行役員 事業戦略本部 部長
（兼）医療材営業統括部長

工業品フィールド

Future Pull×Agile（アジャイル型）思考に基づいた
提案型営業スタイルを実践し、テープ事業の継続的な
事業性確保を実現します。 引田 隆朗

執行役員 事業戦略本部 部長
（兼）工業品営業統括部長

　2023年度、工業品フィールドにおけ
る販売状況は、自動車メーカーの増産
により、塗装用マスキングテープ製品
には好転が見られました。しかし、一
般包装梱包用テープ製品は依然として
不透明な状況が続いていました。主要
製品のセロテープ®については、天然
素材を使用した環境配慮製品である
ことを新聞広告や特設ホームページで
広く啓発し、多くの企業からSDGsへ
の取り組みとしての賛同を得ました。
これにより、セロテープ®の売上高は
前年比15%増となりましたが、工業品
フィールド全体では前年比99%という
結果でした。なお、原材料やエネル

2023年度の実績と2024年度に向けて テープ®は環境配慮製品として、流通・
店舗などの業務用ユーザーに向けた
SDGs施策を推進し、環境価値を訴求
しながら、関連する環境配慮製品の拡
販に取り組んでいます。さらに、原材
料やエネルギー価格の高騰による収益
性の悪化に対処するため、収益改善に
貢献する新製品の拡販に尽力し、継続
的なコスト低減と価格改定による改善
を図っています。

　工業品フィールドは、コンストラク
ション分野やエレクトロニクスを含む
モビリティ分野での新規創出活動に
注力し、長年培った独自の粘着技術を
活かして産業界の課題解決に取り組ん
でおり、スピーディーな開発体制の実
現と、産官学連携による新たな価値の
創出に力を入れています。また、セロ

新中期経営計画に向けた戦略

ギー価格の高騰に伴う原価上昇に対応
し、価格改定を引き続き実施していき
ます。2024年度は、新たな価値創造活
動や新製品開発に力を注いで、お客様
にさらなるサービスを提供してまいり
ます。

医療材営業統括部 工業品営業統括部

戦略の成果　　　　事業戦略
ニチバンとは ニチバンの戦略 マネジメント戦略の成果 データ編サステナビリティ

34 35ニチバングループ 統合報告書 2024 ニチバングループ 統合報告書 2024



グローバルフィールド

グローバル展開の戦略的な強化とローカライゼーションの
推進によって、顧客満足度を向上しつつ持続的な成長を実現します。

伊藤 暁

常務執行役員 
グローバル事業本部長

NICHIBAN
EUROPE GmbH

NICHIBAN
（THAILAND）CO., LTD.

ASEAN

Europe

Asia
アジア

中/韓/台/香

　当社のグローバル営業部はアジア各国を担当しており、海
外フィールド全体の売上高は前期比13%減となりました。売
上の低下要因として、韓国でのケアリーヴTMの在庫調整や
PanfixTMの販売低下が挙げられます。一方、新車生産の増加
による売上増加や韓国の医療材料販売の伸長が増加要因と
なっています。
　新たな取り組みとしては、中国市場での結束テープや自動車
アフターマーケット向けの和紙マスキングの展開、韓国市場で
のケアリーヴTMラインナップの拡充などを実施しました。

2023年度の実績と2024年度に向けて 販売パートナーと連携してケアリーヴTMの販売を拡大し、中
国では営業体制を強化し市場リサーチを行いながら、建築用
和紙マスキングテープの市場拡大を図ります。このような取
り組みを通じて、2030年度までにグローバル比率を30%に引
き上げるための施策を具体的に構築する方針です。特に韓国
と中国の市場拡大に焦点を当て、地域ごとに適した戦略を展
開することが、2030年度までに目標を達成するために重要と
考えます。

　韓国と中国を重要エリアと位置づけ、主要4製品の拡大と
育成3品目への取り組みを進めます。具体的には、韓国では

新中期経営計画に向けた戦略

グローバル営業部

　ニチバンタイランドは、東南アジアから中東各国を担当
し、2023年度の売上高はタイ国外でのテープ製品の売上が大
きく減少し、売上高は対前年より減少しましたが、タイ国内
での工業品販路拡大やケアリーヴTMブランド認知拡大が大き
く寄与して営業利益は大幅に増加しました。

2023年度の実績と2024年度に向けて 見直して新規代理店を創出します。さらに、ローカル人財に
よる顧客対応を本格化させ、製品フィールド別に組織を再編
し、専門的な顧客サポートを強化しつつ、製品分野において
は、メディカル製品への移行を加速し、特にサージカルテー
プを中心に新興国市場に積極的にアプローチしていきます。

　収益基盤を強化するため、現地パートナーとの協力体制を
強化し、学会や展示会に積極的に参加します。次に、新規代
理店との取り組みを加速させるとともに、既存の代理店網を

新中期経営計画に向けた戦略

NICHIBAN（THAILAND） CO., LTD.

　ニチバンヨーロッパは主にヨーロッパからアフリカ各国を担
当し、2023年度の売上高実績は対予算に対して未達となりま
したが、粗利率は若干改善いたしました。テープ事業では在庫
調整などが影響し、メディカル事業では注力製品の市場未導
入や出荷ずれなどの影響があり、売上高は対前年より減少し
ました。2024年度には成長市場への注力や新市場開拓、事業
基盤強化を行う方針です。

2023年度の実績と2024年度に向けて 性の高い品目の売上成長を目指します。また、財務・コー
ポレート基盤においては、税務調査への準備や内部統制の
強化を行います。さらに、組織・人員基盤では、ローカライ
ゼーションや教育プログラムの構築を通じて、社員の成長と
組織の発展を図ります。以上の戦略を通じて持続的成長を
目指していきます。

　ニチバンヨーロッパは販社経営基盤の強化と売上及び純
利益予算の達成に向けて、以下の取り組みを実施します。
まず、事業基盤の強化として、既存顧客の課題解決や収益

新中期経営計画に向けた戦略 

NICHIBAN EUROPE GmbH

　2023年度の業績は、流通在庫調整や
価格改定による一時的な需要反動の影
響で厳しい年となりました。具体的に
は、下半期に流通在庫が調整され、回
復の兆しが見られたものの、上半期の
不振が響き、連結売上高は前年比90％
の3,998百万円となりました。しかし、
代理店からの出荷が順調に推移し、
地域に合わせた製品展開を行うなど、
2024年度に向けた取り組みも進められ
ました。2024年度には、主要な4製品
ケアリーヴTM、セロテープ®、セサブ
リックTM、マスキングテープと育成中
の3製品（カテリープラスTMシリーズ、
ロイヒTMシリーズ、アトファインTM）
に対し、代理店とともに取り組みを

2023年度の実績と2024年度に向けて

　2030年度までに海外事業比率を
30％にする基盤整備を進めるため、
各部門がグローバル展開に焦点を当
てています。まず、販売3拠点を中心
に顧客満足度向上を目指してローカラ
イゼーションを推進し、現地市場に適
した製品の開発や強化されたサプライ
チェーン、販売体制の改革を通じて、
持続可能な成長を実現します。
　さらに、将来の成長を見据え、新規

新中期経営計画に向けた戦略

強化していきます。日本、タイ、ヨー
ロッパの3拠点が持続的な成長を遂げ
るために、それぞれの拠点における課
題に焦点を当てて解決に取り組んでい
きます。

市場や販売チャネルへの積極的な取り
組みによって事業拡大を図り、特に中
国市場に焦点を当て、上海に駐在員事
務所を設立して市場開発を再構築しま
す。また、これらの施策を支えるため
に、グローバル人財の育成が重要と捉
えています。

グローバル事業本部

58%
アジア

30%
欧州

12%
その他

地域別売上構成 （2023年度）

グローバル事業本部
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